
12月号
11月２日から６日にかけて、海の貴婦人『海

王丸』が平生港田名埠頭に寄港し、「平生町み

なとまつり」が開かれました。

４日に行われたセイルドリル（帆を張る訓練）

では、乗組員が統率の取れた動きでマストをか

け登り、３６枚の白い帆を壮大に広げました。

その姿に、『海王丸』を一目見ようと集まった

多くの見学者は、感動の声を上げていました。

『海王丸』が華麗な姿を披露

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■平生町みなとまつり（Ｐ２～３）

■水道の冬支度をしましょう（Ｐ４～５）

■町長室の窓（Ｐ７）

■まちの話題（Ｐ８～11）

■情報伝言板（Ｐ16～17）

主な内容

◇ホームページ：http://www.hirao.townnet.pref.yamaguchi.jp/ ◇E-mail：hirao1@hirao.townnet.pref.yamaguchi.jp

◇発行：平生町役場
〒742-1195
山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1
Tel0820（56）7120<企画課>
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記念プレートを掲げる山田町長

海王丸　雨宮船長

ようこそ！平生町へ！

歓迎の花束を贈呈

平生中学校吹奏楽部

国際貿易港平生港・田名埠頭にて

11.２ 11.6木～ 月

平生町みなとまつり

海王丸
寄港！

「平生回天」レプリカの贈呈 ひらお・よさこいやっちゃれ群団

漁船32隻に見守られて海王丸入港
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会場内では
イベントが盛り沢山！

やっぱり人気のフワフワドーム

マストに登っての登しょう礼

夜はライトアップで魅せてくれました

船内一般公開には早朝から長蛇の列が！

灯台見回船「げんうん」で灯台巡り

阿
多
田
交
流
館

平
生
吹
奏
楽
団

水
産
大
学
校

田
名
臨
海
実
験
実
習
場

11月２日から６日の期間中、延べ約３万人の人出でにぎわいました。

ありがとう！また来てね！海王丸！



平成18年12月号　広報ひらお ４

◇
夜
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意
！

気
温
が
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
（
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
は
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
１
度
〜
２
度
）

に
な
る
と
水
道
管
が
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す
る
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
冬
は
必
ず
防
寒
し
ま

し
ょ
う
。

配
水
管
か
ら
分
か
れ
て
家
庭
ま

で
引
き
込
ま
れ
た
給
水
管
、蛇
口
、

止
水
栓
な
ど
を
給
水
装
置
と
言
い

ま
す
。

給
水
装
置
は
、
み
な
さ
ん
の
所

有
物
で
す
か
ら
、
新
設
・
改
造
・

修
理
の
費
用
は
、
各
自
に
お
い
て

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

給
水
装
置
の
し
く
み

自
然
に
解
け
る
の
を
待
つ
か
、

凍
っ
た
部
分
に
布
や
タ
オ
ル
を
巻

い
て
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
き
、
熱
湯
を
か
け
る
の

は
厳
禁
で
す
。
急
な
温
度
変
化
に

よ
り
水
道
管
が
破
裂
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

す
ぐ
に
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

の
止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

止
水
栓
の
場
所
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
破
裂
し
た
部
分
に
布
や

タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻

き
つ
け
、
応
急
措
置
を
し
て
か
ら

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
（
次
ペ

ー
ジ
参
照
）。

水
道
の
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う

む
き
出
し
の
水
道
管
に
は
、
保

温
チ
ュ
ー
ブ
や
毛
布
を
巻
い
て
保

護
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
が
濡
れ
な
い
よ

う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な

ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
な
ど
で
覆
う
と

さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
を
見
る
こ

と
で
、
水
道
の
使
用
量
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク

ご
家
庭
の
蛇
口
を
全
部
閉

め
て
も
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」（
左
図
を
参

照
）が
回
っ
て
い
る
場
合
は
、

漏
水
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

お
早
め
に
水
道
企
業
団
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

○
田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団
　
Tel
（
５
２
）
２
４
０
０

パ
イ
ロ
ッ
ト

次
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い

る
水
道
管
は
特
に
凍
り
や
す
い
の

で
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

も
の

・
屋
外
に
あ
る
も
の

・
北
向
き
の
日
陰
に
あ
る
も
の

・
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ

る
も
の

●
凍
り
や
す
い
と
こ
ろ
は

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら
！

●
水
道
管
を

凍
結
か
ら
守
る
に
は

◎
水
道
メ
ー
タ
ー

●
水
道
管
が
凍
結
し
た
ら
！

※
天
気
予
報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

低
温
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
夜

な
ど
は
、
特
に
注
意
し
て
再
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

◇
水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

み
な
さ
ん
の
所
有
物
で
あ

る
給
水
装
置
の
修
理
の
際

は
、
住
所
・
氏
名
・
修
理
箇

所
を
明
確
に
し
て
、
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
（
次
ペ
ー
ジ

参
照
）。

な
お
、公
道
に
つ
い
て
は
、

二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
水

道
企
業
団
が
修
理
い
た
し
ま

す
の
で
、
誠
に
恐
れ
入
り
ま

す
が
、
速
や
か
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
水
道
管
の
修
理

佐
賀
・
尾
国
簡
易
水
道
、
蔭
平
・
日
向
平
飲
料
水
供
給
施
設
、

佐
合
島
飲
料
水
供
給
施
設
に
つ
い
て
は
、

○
町
役
場
　
建
設
課
　
Tel
（
５
６
）
７
１
１
８

（

）
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佐賀・尾国簡易水道、蔭平・日向平飲料水供給施設、佐合島飲料水供給施設については、上記

水道企業団指定給水装置工事事業者一覧表のうち、※印の各事業者および（株）ツカサ（周南市

大字栗屋50-4 Tel0834(26)1220）のみとなりますので、ご注意ください。
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「
地
域
の
力
発
揮
事
業
」

支
援
団
体
が
決
定
し
ま
し
た

10
月
28
日
、「
地
域
の
力
発
揮
事
業
」
に
応
募
さ
れ
た
３
団
体
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
町
役
場
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
住
民
と
行
政
が
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
う
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
、
昨
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
支
援
団

体
が
決
定
し
ま
し
た
。
事
業
名
お
よ
び
団
体
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
班
　
Tel
（
５
６
）
７
１
２
０

キ
ッ
ズ
と
い
っ
し
ょ
に

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
遊
ぼ
う

平
生
　
キ
ッ
ズ
と
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
会

10月29日(日)の文化祭で、健康委員会の19名の生徒が、歯と口の健康つくりについて全校生徒の
意識が高まるように、ステージ発表と展示発表をして働きかけをしました。
健康委員が学年ごとにテーマを決めて、昼休みや放課後の時間を使い、歯の健康に関することを調
べたり、アンケートの実施や調理実習したことを発表しました。歯を大切にすることから出発して健
康な心と体が育めるようにこれからも活動を続けて行きたいと思います。

文化祭での取り組みから（生徒会活動）
平 生 中 学 校

咬
合
力
と

咬
む
こ
と
の
大
切
さ

１年生

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り

調
理
実
習

３年生

歯
の
健
康
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト

２年生

健康委員会　３年生女子
歯の健康を呼びかけています

竪
ヶ
浜
地
区
里
山
再
生
事
業
に
お
け
る

字
鯉
頭
地
内
道
路
（
里
道
）
整
備
事
業

竪
ヶ
浜
里
山
の
会

レ
ク
・
ス
ポ
に
よ
る

介
護
予
防
の
地
域
で
の
展
開

平
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

山
田
町
長
が
無
投
票
３
選

11
月
14
日
、
平
生
町
長
選
挙
が
告
示
さ
れ
、
現
職
の
山
田
健
一
町

長
以
外
に
立
候
補
の
届
出
が
な
く
、
無
投
票
で
の
３
選
が
決
ま
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
11
月
19
日
に
選
挙
会
を
開
催
し
、
山
田
町
長
を
当

選
人
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
本
人
に
対
し
て
、
当
選
証
書
を
交

付
し
ま
し
た
。

平
生
町
選
挙
管
理
委
員
会



11月７日、町役場において平

生町行政評価委員会委員の任命式

を行ない、本町の平成17年度の

事務事業について評価（外部評価）

していただくことになりました。

行政評価の結果などをもとにし

て、翌年度以降の事業を検討して

いくことになります。
１
年
経
つ
の
が
何
と
早
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
も
う
今
年
も
師
走
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
コ
ラ
ム
も
明

る
い
話
題
で
本
年
を
締
め
く
く
る

こ
と
が
出
来
る
こ
と
、
感
謝
に
絶

え
ま
せ
ん
。

先
月
の
平
生
港
・
田
名
埠
頭
を

中
心
に
開
催
し
ま
し
た
『
平
生
町

み
な
と
ま
つ
り
』
は
、
好
天
に
も

恵
ま
れ
大
盛
会
の
う
ち
に
無
事
終

了
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
は
何
と
い

っ
て
も
“
海
王
丸
”
。
セ
イ
ル
・

ド
リ
ル
、
夜
間
の
ラ
イ
ト
・
ア
ッ

プ
、
一
般
公
開
な
ど
、
「
海
の
貴

婦
人
」
と
称
さ
れ
る
帆
船
の
優
雅

な
姿
と
そ
の
魅
力
を
、
た
っ
ぷ
り

と
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
期
間
中
、
約
３
万
人

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、
本
町
に
と

っ
て
も
歴
史
的
な
大
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

強
い
待
望
の
声
と
航
海
訓
練
所
を

は
じ
め
、
国
、
県
の
関
連
行
政
機

関
や
、
地
元
企
業
の
熱
い
ご
支
援

の
賜
で
、
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
海
王
丸
の
船
長
さ
ん

か
ら
も
、
本
町
の
暖
か
い
歓
迎
ぶ

り
に
深
く
感
動
さ
れ
、
早
速
、
お

礼
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

思
え
ば
２
年
前
、
田
名
埠
頭
の

完
成
と
平
生
港
の
国
際
貿
易
港
指

定
35
周
年
を
記
念
し
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
不
運
に
も
海
王
丸
が
台
風
で

座
礁
し
被
災
。
計
画
は
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

修
復
を
終
え
て
、
こ
の
度
や
っ
と

念
願
が
叶
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す

だ
け
に
感
激
一
入
の
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
何
よ
り
も
嬉
し
か

っ
た
の
は
、
出
港
セ
レ
モ
ニ
ー
の

朝
、
町
内
の
お
母
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
１
本
の
電
話
で
し
た
。

「
い
つ
も
児
童
の
登
校
時
の
会
話

は
ゲ
ー
ム
の
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
今
朝
は
海
王
丸
の
話
題
で
も

ち
き
り
。
船
や
乗
組
員
の
姿
を
目

の
当
り
に
し
て
、
自
分
の
将
来
を

ダ
ブ
ら
せ
た
り
、
遠
洋
航
海
に
も

夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
り
…
。
み
ん

な
目
を
輝
か
せ
語
り
合
い
な
が
ら

元
気
に
登
校
し
ま
し
た
。
町
長
さ

ん
、
子
ど
も
達
に
“
夢
と
感
動
”

を
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
も
の
で

し
た
。
あ
ー
！
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
良
か
っ
た
、
と
実
感
し

た
瞬
間
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
過
日
の
町
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
は
、
お
陰
様
で
無
投
票
３

選
の
審
判
を
受
け
ま
し
た
。
２
期

８
年
間
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
町

政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
負
託
の
重
み
を
謙
虚
に
受
け

止
め
て
精
進
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。
変
わ
ら
な
い
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

“
海
王
丸
”
く
れ
た
夢
と
感
動

No. 63
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11月12日、尾国地区で119防

火デー消防啓発行事と防災訓練が

実施されました。

消防啓発行事では、山田町長か

ら伊田消防団長に対して、円滑な

消防活動ができるようハンディ無

線機と避難場所表示ステッカー

（目録）が手渡されました。

その後、尾国地区自主防災およ

び防犯会は、柳井地区広域消防組

合と消防団第９分団の協力のも

と、地震による津波発生を想定し

た防災訓練などを行いました。

また11月18日、向井原自治会

の自主防災組織では、柳井地区広

域消防組合の指導により、防災対

策の説明、消火器や応急手当訓練、

そして炊き出しなども行われ、防

災意識を高めていました。

119防火デー
自主防災組織

行政評価委員が
決まりました

委 員 長　河本栄治
副委員長　本摩哲人
委　　員　岩田和彦
委　　員　安田昌功
委　　員　西村　肇（公募）
委　　員　中本興治（公募）

（敬称略）
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観光パンフレットを作成

このたび、観光パンフレット「ぶらり平生町

（2006秋・冬号）」が平生町観光協会により作

成されました。

パンフレットには平生回天基地の特集や町内

の観光スポットが分かる地図などが掲載されて

おり、町外の人でも、平生の良さがすぐに分か

るよう工夫された内容となっています。

周
東
Ｆ
Ｃ
全
国
大
会
へ

10
月
29
日
、
バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
第
16
回
全
日
本
少
年

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
山
口
県
大
会
が
柳
井
市
体
育
館
で
開
か

れ
、
周
東
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
が
３
年
ぶ
り
３
度

目
の
優
勝
を
飾
り
、
11
月

10
日
、
報
告
の
た
め
町
役

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

来
年
１
月
３
日
〜
５
日

に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
向
け
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の

角
田
成
駿
君
（
柳
東
小
６

年
）
は
、
「
チ
ー
ム
の
攻

撃
力
を
生
か
し
て
が
ん
ば

り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
音
楽
を
楽
し
む

11
月
６
日
、
第
21
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
ぐ
ち
２
０
０
６
の

「
文
化
維
新
・
元
気
と
ど
け
隊
」
が
平
生
中
学
校
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。

本
町
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
立

文
化
芸
術
大
学
の
先
生
と
生
徒

か
ら
構
成
さ
れ
る
７
人
の
グ
ル

ー
プ
が
、
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
楽

器
「
馬
頭
琴
」
の
演
奏
や
「
ホ

ー
ミ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
モ
ン
ゴ

ル
の
歌
唱
法
を
披
露
し
、
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
演
奏
終
了
後
、
グ
ル

ー
プ
か
ら
「
馬
頭
琴
」
を
寄
贈

さ
れ
る
な
ど
、
心
温
ま
る
光
景

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
校
で
避
難
訓
練

11
月
１
日
、
平
生
小
学
校
で
不
審
者
が
校
内
に
侵
入
し

て
き
た
場
合
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

不
審
者
役
の
警
察
署
員
が
校
舎
に
入
っ
て
く
る
と
、
児

童
は
先
生
の
誘
導
に
従
っ

て
速
や
か
に
運
動
場
に
避

難
し
、
男
性
教
員
は
不
審

者
を
取
り
抑
え
る
と
い
う

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
15
日
、
佐

賀
小
学
校
で
は
火
災
発
生

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が

行
わ
れ
、
児
童
は
ハ
ン
カ

チ
で
口
を
押
さ
え
な
が

ら
、
落
ち
着
い
て
校
庭
に

避
難
し
ま
し
た
。

楽しいいも堀りの風景
大
野
地
区
自
然
体
験
学
習

（
10
／
28
・
大
野
公
民
館
）

子
育
て
サ
ロ
ン
い
も
ほ
り

（
11
／
２
・
久
保
農
園
）

尾
国
地
区
三
世
代
交
流

い
も
収
穫
祭

（
11
／
23
・
尾
国
農
村
広
場
）

11月21日、教育・文化の振興のため、眞工金属株式会社平生工場（藤田光隆代表取締役）より町に金一封
のご寄付がありました。ありがとうございました。
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秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲
で
、
元
平
生
町
消
防
団
副
団
長
の
山

山

△左から山田町長、山

11月15日、平

成18年度納税表

彰式が光税務署で

開かれました。

町内からは、多

年にわたり申告納

税制度の普及、啓

発に尽力された池

岡久江さん（佐賀）

が、光税務署長感

謝状を受賞されま

した。

納税表彰

△左から池岡さん、洲山
税務課長

人権について学ぶ

平生町人権学習講座第Ⅱ期が、11月６日から

３日間にわたり曽根公民館で開かれました。

講座は、平生小学校の吉鶴修教頭、山口ケニア

を知る会の高見早苗代表による人権に関する講義

などが行われ、集まった受講者は人権について熱

心に学んでいました。

「
ひ
ら
お
の
味
」
を
み
な
さ
ん
に

11
月
11
日
・
12
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
ひ
ら
お
特
産
品
セ
ン

タ
ー
で
「
ひ
ら
お
の
味
」
フ
ェ
ス
タ
（
ル
ー
ラ
ル
・
ゆ
う
ゆ
う
・

フ
ェ
ス
タ
）が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
と
れ
た
て
の
新

鮮
な
野
菜
や
海
産
物
、
創
作
さ

れ
た
漬
け
物
や
手
作
り
弁
当
な

ど
が
並
び
、
町
内
外
か
ら
集
ま

っ
た
多
く
の
人
々
が
「
ひ
ら
お

の
味
」
を
買
い
求
め
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
焼
き
イ
モ
や
地
元
で

と
れ
た
食
材
を
使
っ
た
昼
食
な

ど
も
販
売
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の

人
が
秋
の
味
覚
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

孝
嗣
さ

ん
（
佐
賀
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
11
月
６
日
、
報

告
に
町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

さ
ん
は
、
昭
和
34

年
、
平
生
町
消
防
団
に
入

団
以
来
、
38
年
の
長
き
に

わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て

第
一
線
で
活
躍
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

50
年
〜
平
成
２
年
に
は
消

防
団
分
団
長
、
平
成
２
年

〜
８
年
に
は
同
副
団
長
に

就
任
さ
れ
、
消
防
力
の
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

さん

△竪ヶ浜ふるさと祭り (11月12日) △曽根公民館まつり (10月22日)

佐
賀
公
民
館
ま
つ
り

(

10
月
1
日)

△宇佐木ふれあい祭り (11月12日)

大
野
公
民
館
ま
つ
り

(

11
月
23
日)

各
地
区
の

お
ま
つ
り
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11
月
８
日
、
９
日
、
13
日
の
３
日
に
わ
た
り
、
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ

ー
21
事
業
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
食
生
活
改
善
推

進
員
が
指
導
者
と
な
り
、
日
常
生

活
を
改
め
、
健
康
で
質
の
高
い
社

会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

こ
の
た
び
、
平
生
中
学
校
３
年

生
全
員
が
授
業
の
一
環
と
し
て
参

加
し
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
・

食
事
に
つ
い
て
の
講
話
、
調
理
実

習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
生
徒
は
、
心
と
体
の
健
康
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
有

意
義
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

正
し
い
食
習
慣
を
学
ぶ

中学生が職場体験
11月10日、平生中学校２年生が町内の事業所な

どで実際に行われている仕事を体験する職場体験学

習を行いました。

町内にある９業種、計37カ所の職場で、中学生

は職員から指導を受けながら仕事を体験しました。

生徒は、それぞれ希望した職種での職場体験とい

うこともあり、積極的に仕事を学んで、貴重な体験

をすることができました。

平生町を知る学習

11月９日、平生小学校３年生が「総合的な

学習の時間」で保護者と一緒に町役場や各公民

館などを訪れ、平生町の歴史や特産品などにつ

いて学びました。

児童は、難しい内容の説明でも熱心に聞いて、

より深く平生町の事を知ることができました。

11
月
16
日
、
平
生
中
学
校
体
育
館
で
第
12
回
思
春
期

講
演
会
が
開
か
れ
、
小
郡
第
一
病
院
助
産
師
の
藤
本
啓

子
さ
ん
と
総
合
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
女
性
の
悩
み
相

談
員
の
藤
田
房
子
さ

ん
が
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

講
演
で
は
、
命
の

尊
厳
や
思
春
期
の
特

性
な
ど
に
つ
い
て
、

実
際
に
出
産
に
携
わ

っ
て
い
る
講
師
に
よ

る
説
得
力
の
あ
る
講

義
か
ら
、
生
徒
は
命

の
大
切
さ
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

命
の
大
切
さ
を
考
え
る

郵
便
局
で
ス
タ
ン
プ

押
し
に
挑
戦

▽町民音楽祭
（10月28日／町体育館）

△ヴァイオリンコンサート
（10月31日／平生小体育館）

▽日本画巨匠版画展
（11月１日～25日／歴史民俗資料館）

～　芸 術 の 秋　～
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●
善
行
者
表
彰

◎
前
田
こ
ず
え
（
岩
国
市
）

前
田
さ
ん
は
、
平
生
中
学
校
柔

道
部
の
外
部
コ
ー
チ
と
し
て
熱
心

に
指
導
し
て
お
り
、
各
大
会
で
上

位
進
出
の
選
手
を
数
多
く
育
て
る

な
ど
、
す
ば
ら
し
い
指
導
力
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
柔
道
の
技
術
指
導
だ
け

で
な
く
、
率
先
し
て
生
徒
の
生
活

指
導
に
取
り
組
む
な
ど
、
幅
広
く

青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
し
ま

し
た
。

◎
石
田
精
一
（
平
生
村
）

石
田
さ
ん
は
、
青
少
年
を
は
じ

め
と
し
て
地
域
の
人
々
に
気
持
ち

の
良
い
あ
い
さ
つ
と
声
掛
け
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
の
２
人
乗
り
な

ど
の
ル
ー
ル
違
反
を
見
つ
け
た
ら

率
先
し
て
注
意
を
す
る
な
ど
、
青

少
年
の
交
通
事
故
防
止
に
特
に
気

を
配
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

●
「
少
年
の
主
張
」
表
彰

○
優
秀

尾
上
礁
斗
（
平
生
小
６
年
）

友
澤
弘
樹
（
平
生
小
６
年
）

小
松
慧
人
（
佐
賀
小
５
年
）

吉
山
昂
佑
（
佐
賀
小
６
年
）

久
光
遥
香
（
平
生
中
１
年
）

吉
岡
弘
貴
（
平
生
中
２
年
）

大
島
愛
未
（
熊
毛
南
高
２
年
）

○
優
良

吉
浦
孝
太
朗
（
平
生
小
６
年
）

岩
崎
広
佳
（
平
生
小
６
年
）

田
中
真
帆
（
平
生
小
６
年
）

大
田
紘
子
（
平
生
小
６
年
）

村
中
竜
也
（
平
生
小
６
年
）

藤
本
裕
太
（
平
生
小
６
年
）

新
本
龍
彦
（
平
生
小
６
年
）

弘
重
友
里
（
平
生
小
６
年
）

池
口
航
平
（
平
生
小
６
年
）

田
中
　
薫
（
平
生
小
６
年
）

竹
原
拓
矢
（
平
生
小
６
年
）

大
田
美
咲
（
平
生
小
６
年
）

木
本
美
帆
（
平
生
小
６
年
）

芥
川
美
咲
（
佐
賀
小
５
年
）

木
舩
拓
海
（
佐
賀
小
５
年
）

吉
山
雄
己
（
佐
賀
小
５
年
）

小
田
健
太
郎
（
佐
賀
小
６
年
）

鶴
田
康
作
（
佐
賀
小
６
年
）

河
内
山
夏
希
（
佐
賀
小
６
年
）

山
根
誠
弘
（
平
生
中
１
年
）

下
　
綾
那
（
平
生
中
１
年
）

柳
原
　
舞
（
平
生
中
２
年
）

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

（
11
月
25
日
／
町
武
道
館
）

総
合
文
化
展
開
会
式
（
生
涯
学
習
表
彰
式
）

（
10
月
28
日
／
町
体
育
館
）

●
文
化
協
会
長
表
彰

平
生
町
菊
の
会

中
本
秀
則
（
平
生
村
）

平
生
婦
人
会
池
坊
い
け
ば
な
教
室

関
本
ヒ
サ
ヨ
（
平
生
村
）

平
生
婦
人
会
中
央
書
道
教
室

大
石
文
子
（
平
生
村
）

生
花
「
草
月
会
」

藤
山
康
代
（
柳
井
市
）

池
坊
周
南
支
部

熊
谷
テ
イ
子
（
平
生
町
）

●
「
ゆ
た
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま

す
」
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
作
品
表
彰

◇
ポ
ス
タ
ー
の
部

○
最
優
秀

木
舩
満
帆
（
平
生
中
２
年
）

○
優
秀

友
田
美
空
（
佐
賀
小
４
年
）

山
本
香
里
（
平
生
中
１
年
）

○
入
選

福
本
友
美
（
平
生
中
２
年
）

●
展
覧
会
表
彰

第
60
回
山
口
県
美
術
展
覧
会

○
佳
作

山
本
政
義
（
大
野
南
）

○
入
選

逢
坂
日
出
夫
（
曽
根
）

第
42
回
山
口
県
俳
句
大
会

○
佳
作

三
浦
泰
一
（
宇
佐
木
）

山
本
慎
隆
（
佐
賀
小
５
年
）

木
舩
拓
海
（
佐
賀
小
５
年
）

◇
標
語
の
部

○
最
優
秀

大
江
享
平
（
平
生
中
２
年
）

○
優
秀

山
本
夏
希
（
平
生
小
５
年
）

木
舩
拓
海
（
佐
賀
小
５
年
）

大
野
敦
也
（
平
生
小
５
年
）

○
入
選

小
田
和
輝
（
佐
賀
小
４
年
）

伊
東
宏
真
（
佐
賀
小
４
年
）

廣
中
紗
雅
音
（
平
生
小
３
年
）

叶
山
歩
伽
（
平
生
小
３
年
）

村
上
仁
美
（
平
生
中
１
年
）

●
平
生
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰

○
特
別
賞
（
町
長
賞
）

平
生
保
育
園

新
原
勇
貴
（
平
生
中
２
年
）

河
村
　
淳
（
熊
毛
南
高
１
年
）

岡
村
崇
正
（
熊
毛
南
高
２
年
）

児
玉
佳
子
（
熊
毛
南
高
２
年
）

濱
安
佑
弥
（
熊
毛
南
高
２
年
）

【
敬
称
略
】

老
人
ク
ラ
ブ
楽
生
会

社
会
福
祉
法
人
う
ち
う
み
会

養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
海
苑

小
郡
む
つ
み
会

○
特
別
賞
（
教
育
長
賞
）

平
生
幼
稚
園

つ
ば
さ
保
育
園

大
内
和
子

○
優
秀
賞

な
が
や
す
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

青
空
子
ど
も
会

宇
佐
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

運
営
協
議
会

平
生
中
央
児
童
館

佐
賀
小
学
校

佐
賀
公
民
館
運
営
協
力
委
員
会

佐
賀
保
育
園

西
本
直
枝

老
人
ク
ラ
ブ
喜
楽
会

○
優
良
賞

平
生
小
学
校

平
生
中
学
校

や
ぶ
自
治
会
婦
人
部

○
審
査
員
特
別
賞

平
生
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

○
町
モ
デ
ル
花
壇
指
定

大
野
公
民
館
運
営
協
力
委
員
会

曽
根
婦
人
会

宇
佐
木
保
育
園

田
清
人

【
敬
称
略
】



平成18年12月号　広報ひらお 12

高
脂
血
症
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
た
め

放
置
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
脂
が

血
管
に
付
着
し
徐
々
に
血
管
が
細
く
な

り
、
脳
や
心
臓
の
血
管
を
詰
ま
ら
せ
た
り

破
裂
し
た
り
し
て
命
に
係
わ
る
よ
う
な
病

気
（
脳
梗
塞
等
）
を
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

治
療
の
基
本
は
正
し
い
食
生
活
と
継
続

的
な
運
動
、
禁
煙
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
不
十
分
な
時
に
薬
を
飲
み
ま
す
。
薬
は

毎
日
き
ち
ん
と
飲
み
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
「
下
痢
・
便
秘
・
吐
き
気
・
胸

や
け
」
と
い
っ
た
副
作
用
が
よ
く
み
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
で
困
っ
た
と
き

は
、
勝
手
に
薬
を
止
め
る
前
に
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
て
薬
の
種
類
を
換
え
る
な

ど
対
策
を
立
て
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

め
っ
た
に
お
こ
り
ま
せ
ん
が
、
筋
肉
の

異
常
で
脱
力
・
む
く
み
・
赤
褐
色
尿
、
心

臓
の
異
常
で
め
ま
い
・
失
神
・
不
整
脈
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
薬
に
よ
っ
て
は
、
抗
凝
血
薬

（
血
を
固
ま
り
に
く
く
す
る
薬
）
や
経
口

糖
尿
病
薬
の
作
用
を
強
め
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
薬
の
手
帳
を
持
参
し
、
服
用
中
の

薬
は
必
ず
医
師
や
薬
剤
師
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

▽
高
脂
血
症
の
患
者
さ
ん
へ

シ
リ
ー
ズ

No.547

「ヘルスアップクッキング」で、平生中学校の３

年生といっしょに作り、心も身体も温かくなりまし

た。クリスマスにいかがですか。

《材　料》　４人分

《作り方》

①鶏肉は一口大のそぎ切りにして、塩・こしょうを

軽くし小麦粉を薄くつけて、サラダ油で焼く。

②しめじは小房に分け、ブロッコリーも小房に分け

てゆでる。赤ピーマンは１cm角に切る。

③鍋に牛乳とコーンを入れて沸騰させ、固形スープ

の素と②を加えてひと煮立ちさせ、①を加えて塩、

こしょうで味を調える。

鶏胸肉 ２枚

塩、こしょう、小麦粉

しめじ １パック

ブロッコリー １/２個

赤ピーマン　　１/２個

コーン（クリーム）缶 小１缶

牛乳　　　　　１カップ

固形スープの素　 １個

チキンのコーンクリーム煮

く
す
り
の
飲
み
方
・
使
い
方

No.

８

お年寄りの方に元気の秘訣をお尋ねしますと「ウォーキングしている」「花作り」「老人クラブで輪投げを

している」などいきいきとした、楽しそうなお話が返ってきます。

これは、「元気の知恵を語ろう会」で出された意見のほんの一部です。日々元気で楽しく過ごすために、み

なさん自分に合ったさまざまな取り組みをしておられるようです。住み慣れた地域でだれもが一生元気に楽

しく過ごせるよう、あなたのちょっとしたヒント（知恵）をお聞かせください。

「元気の知恵を語ろう会」

「元気の知恵を語ろう会」では、次の

ようなことをしています。

◆老人クラブやいきいきサロン、個人で

の元気の知恵実践事例紹介

◆いろいろなサークルの情報交換、交流

◆「みんなで一生お元気計画（行政では

なく生活者の視点で考えた介護予防行動

計画）」の検討

◆健康づくりの豆知識　など

今年度は６月28日、９月28日に開催し、

「みんなで一生お元気計画」を話し合いました。話し合いで出されたみなさんの声を、各公民館にも展示し

ています。ぜひご覧ください。

楽しいひとときを過ごしながら、「平生で暮らせてうれしい、おもしろい、たのしい」と思えるまちづく

りに参加してみませんか？

次回「元気の知恵を語ろう会」は、平成19年３月８日木午後１時30分～　保健センターで実施予定です。

お問い合わせ、参加申込み、ご提案など、お待ちしています。

■問合せ先 平生町保健センター　Tel（５６）７１４１



は
地
域
で
育
む
」
を
合
言
葉
に
、

地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
子

ど
も
た
ち
に
体
験
活
動
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
「
作
る
喜
び
」

「
体
験
す
る
喜
び
」
を
体
得
し
て

も
ら
お
う
と
、
地
域
の
み
な
さ
ん

が
持
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
技
や

知
恵
を
伝
承
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
家
庭
や
自
分
だ
け
で
は
出

来
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
機
会
を

与
え
よ
う
と
、
夏
休
み
を
中
心
に

い
ろ
い
ろ
な
教
室
や
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 140
「
子
ど
も
は
地
域
で
育
む
」
を
合
言
葉
に

佐
賀
公
民
館

公
民
館
は
、
生
涯
学
習
の
拠
点

で
す
。
佐
賀
公
民
館
で
は
地
域
の

み
な
さ
ん
が
大
い
に
活
用
し
て
、

よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
が
集
い
ふ

れ
あ
え
る
よ
う
な
場
づ
く
り
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
趣
味
を
生
か
し
た
り
、

時
代
に
適
応
す
る
学
習
を
積
ん
だ

り
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
地
域
づ

く
り
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
い
ろ
い
ろ
な
学
習
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
う
い

っ
た
取
り
組
み
の
う
ち
、
子
ど
も

た
ち
を
対
象
と
し
た
教
室
を
紹
介

し
ま
す
。

佐
賀
公
民
館
で
は
、
「
子
ど
も

参
加
し
た
子
ど
も
か
ら
は
、

「
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
が
、
先

生
方
が
優
し
く
教
え
て
く
だ
さ
り

楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
の
健
全
育
成
に
焦
点
を
あ
て
た

学
習
講
座
を
実
施
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

平生図書館　Tel（56）2310

12月…18日月、23日（土／天皇誕生日）、25日月、28日（木）～31日（日）
１月…１日（月）～３日（水）、８日（月／成人の日）、９日（火／振替休日）、15日月

《一般書》

《児童書》

真実真正日記

町田　　康　著

きつねのはなし

森見登美彦　著

タルドンネ

岩井志麻子　著　

躾が９割

斎藤　茂太　著　

ともだちおまじない

内田麟太郎　作

十二支のことわざえほん

高畠　　純　作

泣くなツイ

長谷川集平　作

車いすのカーくん、海にもぐる

丘　　修三　文

いま生きているという冒険

石川　直樹　著

趣味の園芸

～冬だから育てたいシクラメン～

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり 『生き方がみつかる青春の読書案内』

読んでおきたい心をゆすぶる日本の名著･名作100冊

小　川　義　男　編著　

人生に迷ったら本を読もう。答え

はそこに書いてある。「あらすじで

読む日本の名著」の著者が、漱石か

ら吉本ばななま

で、日本の名

作・名著を「希

望」「友情」「勇

気」などのキー

ワードで分類し

て紹介する。

【子ども対象講座】

○子ども生花教室
○子ども茶道教室
○絵画教室
○切り絵教室
○工作教室

■問い合わせ先
佐賀公民館
Tel(58)0211
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10月末現在、県内の自動車乗車中の死者は34

人で、うちシートベルト非着用死者が13人、そ

のうち５人は後部座席乗車中でした。

シートベルトは事故の衝撃からあなたを守り、

被害を軽減してくれます。後部座席にも必ずシー

トベルトを着用させましょう。これは、ドライバ

ーの責任です。

【交通安全標語】

全席・全員シートベルト
シートベルトは後部座席でもきちんと着用しましょう

ママまって　うしろのぼくに　ヘルメット （平成18年「交通安全年間スローガン」 ）

友人から日用品を安く購入できる会に誘われました。会員を増

やすと儲かるとも言われているのですが、どのような会なので

しょう。

個人の人間関係などを利用し、組織を拡大して利益を増やす仕

組みを連鎖販売取引（マルチ商法）といいます。十分な説明が

得られないなど、少しでも疑問を感じたら契約をしないといっ

た慎重な対応が必要です。

販売組織に加入させて販売員になった消費者に販売活動を行わ

せ、ピラミッド状の販売組織を作ることで利益を得るような仕組み

のビジネスは、特定商取引法で連鎖販売取引として規制されており、

マルチ商法、最近ではネットワークビジネスなどと呼ばれています。

この商法は、友人知人から「良い話がある」、「楽しいサークルが

ある」などと誘われて参加すると、「会員（販売員）になって、自

分の下に会員を増やせば収入になる」と勧められるというものです。

現実的には、他人を勧誘することは難しく、自分の下の販売員が永

久に増加し続けることもないため、誰でも簡単、確実に儲かるとは

限りません。また、このような取引で、販売する立場となった場合

は、特定商取引法によりさまざまな法的責任を負うことになります。

このような商法の勧誘を受けた場合は、具体的な内容などについ

て十分な検討を行い、理解し難いと判断した場合は参加しないなど、

慎重な対応を心がけてください。

◆◇ワンポイント◇◆

連鎖販売取引（マルチ商法）について

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

（平成18年10月警察・ＪＡＦ合同調査）

７.２％

県内の後部座席
シートベルト着用率

小さなお子さんを乗せるときには、

チャイルドシートを必ず着用しましょう。

車に乗ったら、全席・全員

シートベルトを着用しましょう。
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柳井健康福祉センター相談日
◎保健事業【12月16日～１月15日】

〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｃ型肝炎検査《予約開催》　要予約〔1,430円〕

１月９日火 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《予約開催》　要予約

１月９日火 ９：00～10：00

●発達クリニック（乳幼児）《予約開催》　要予約

12月21日木 13：00～16：00

●エイズ抗体検査・相談《予約開催》　要予約

１月９日火 ９：00～10：00

●心の健康相談《予約開催》　要予約

12月19日火 13：00～14：00

●思春期・ストレス相談　要予約（前日まで）

12月22日金、１月12日金 10：00～15：00

○井戸水・水質検査（事前に来所のこと）〔有料〕

１月９日火 ９：00～11：00

※《予約開催》は１週間前までに予約してください

〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 たき火　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 冬の夜

まちの人口 月間交通事故発生状況

発生件数

平生警察
署管内

平生町内

人身 物損
死者
（人）

傷者
（人）

３ 12 ０ ３

９１27９

10月

月間火災・救急発生状況

火　災

広域消防
組合管内

平生町内

建物 山林 その他
救急

０ ０ ２ 32

259４００

10月

10月31日現在の住民基本台帳記

載人口。（ ）内は前月対比。 資料：平生警察署 資料：柳井地区広域消防組合

※広域消防組合管内…柳井市・周防大島町・上関町・平生町※平生警察署管内…田布施町・上関町・平生町

休日夜間在宅当番医

◎夜間在宅当番医

午後６時～午後10時は下記の場所で診療します。

◎熊南地域休日診療所

午前９時～午後５時は熊南地域休日診療所をご利

用ください。（日程は夜間在宅当番医と同じです。）

〔平生町曽根向井原／Tel（５６）５３５３〕

12月17日

12月23日

12月24日

12月31日

１月１日

１月２日

１月３日

１月７日

１月８日

１月14日

弘和クリニック（田布施町波野）

かたやま小児科医院（平生町佐賀田名）

吉村胃腸科内科（田布施町下田布施）

吉村胃腸科内科（田布施町下田布施）

岡本医院（田布施町下田布施）

向井医院（平生町下横）

ひらお耳鼻咽喉科医院（平生町平生村）

岡本医院（田布施町下田布施）

向井医院（平生町下横）

ひらお耳鼻咽喉科医院（平生町平生村）

日

祝

日

日

祝

火

水

日

祝

日

Tel

Tel

Tel

Tel

Tel

Tel

Tel

Tel

Tel

Tel

（５２）２５０８

（５７）３６５５

（５２）３２６６

（５２）３２６６

（５２）２２７４

（５６）２１０６

（５７）３３８７

（５２）２２７４

（５６）２１０６

（５７）３３８７

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：12月16日土 午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

連絡先　山口県看護協会柳井支部事務局
Tel（22）3456（内線2501）

「まちの保健室」
あなたの健康チェックをしてみませんか？
まちの保健室は、毎月１回開催しています。

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【12月】 納期限12月27日

固定資産税　　　　第３期

国民健康保険税　　第６期

介護保険料　　　　第６期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課Tel（56）7114

（介護保険料）町役場健康福祉課Tel（56）7115

最近、東南アジアなどで鳥インフルエンザが人に感

染した事例が増えています。これまでに鳥インフルエ

ンザ感染者が出た国から、帰国後10日以内に38℃以

上の発熱、せき、呼吸困難、下痢などの症状が出た人

は、医療機関を受診する前に柳井健康福祉センターに

必ず連絡してください。

■新型インフルエンザ相談窓口および問合せ先
柳井健康福祉センター　Tel（22）3631

新型インフルエンザに注意！
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試
験
・
募
集

講
座
・
講
習

礎
を
培
い
、
環
境
に
主
体
的
に
か
か

わ
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

心
豊
か
な
幼
児
の
育
成
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

●
募
集
園
児

◇
年
長
組
（
５
歳
児
）

平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◇
年
中
組
（
４
歳
児
）

平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◇
年
少
組
（
３
歳
児
）

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
定
員

１
４
０
人

●
保
育
時
間

月
・
水
・
金
曜
（
弁
当
日
）
／
午

前
８
時
〜
午
後
２
時
、
火
・
木
曜
／

午
前
８
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
申
込
期
限

平
成
19
年
１
月
31
日
水

●
申
込
方
法

申
込
書
は
各
申
込
場
所
に
備
え
付

け
て
お
り
ま
す
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）の
で
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
場
所

町
教
育
委
員
会
、
佐
賀
出
張
所
、

平
生
幼
稚
園

■
問
合
せ
先

町
教
育
委
員
会
総
務
課

Tel
（
５
６
）
６
０
８
３

町
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

幼
稚
園
は
、
幼
児
に
適
切
な
環
境

を
与
え
、
心
身
の
発
達
を
助
長
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
通
し
て
人
間
形
成
の
基

保
育
園
の
園
児
募
集

●
入
所
要
件

保
護
者
が
仕
事
に
従
事
し
た
り
、

病
気
、
出
産
、
看
護
な
ど
に
よ
り
家

庭
で
十
分
な
保
育
が
で
き
な
い
場
合

●
保
育
園
紹
介
《
公
・
私
立
／
所
在

地
／
定
員
／
開
所
時
間
／
乳
児
保
育

年
齢
／
電
話
番
号
》

◇
平
生
保
育
園
《
公
立
／
平
生
村
８

２
４-

３
／
１
０
０
人
／
平
日：

午

前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分
、
土

曜：

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５

時
）
／
生
後
10
か
月
か
ら
／
Tel
（
５

６
）
２
２
９
３
》

◇
宇
佐
木
保
育
園
《
公
立
／
宇
佐
木

４
８
９-

４
／
45
人
／
平
生
保
育
園

と
同
じ
／
平
生
保
育
園
と
同
じ
／
Tel

（
５
６
）
２
４
１
７
》

◇
佐
賀
保
育
園
《
公
立
／
佐
賀
１
５

２
５-

１
／
45
人
／
平
生
保
育
園
と

同
じ
／
平
生
保
育
園
と
同
じ
／
Tel

（
５
８
）
０
１
２
５
》

◇
つ
ば
さ
保
育
園
《
私
立
／
曽
根
７

５
７-

１
／
60
人
／
平
日
・
土
曜：

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
／
生
後
８
週

か
ら
／
Tel
（
５
６
）
２
２
９
２
》

※
障
害
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
各
園

受
け
入
れ
可
能
で
す
。
各
園
と
も
見

学
は
自
由
で
す
が
、
事
前
に
園
へ
の

連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
申
込
期
限

平
成
19
年
１
月
31
日
水

●
申
込
方
法

申
込
書
は
各
申
込
場
所
お
よ
び
各

保
育
園
に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
可
能
）
の
で
、
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
添
付
書
類
と
し
て
、
源
泉
徴
収
票
、

就
労
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
）

●
申
込
場
所

町
役
場
健
康
福
祉
課
、
佐
賀
出
張
所

●
選
考

定
員
を
超
え
る
場
合
に
は
、
町
が

設
定
し
た
基
準
に
よ
り
選
考
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
班

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５

た
平
生
町
職
員
採
用
選
考
を
行
い
ま

す
。

●
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

一
般
行
政
職
（
事
務
）
若
干
名

●
受
験
資
格

高
等
学
校
以
上
の
卒
業
者
（
平
成

19
年
３
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
。
）

で
、
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
採
用

選
考
に
つ
い
て
は
、
自
力
に
よ
り
通

勤
が
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な
し
に

職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人
で
、
次
の

全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

②
高
等
学
校
以
上
の
卒
業
者
（
平
成

19
年
３
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
。
）

で
、
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

③
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応

で
き
る
人

●
試
験
日
・
場
所

第
１
次
試
験
　
平
成
19
年
１
月
28
日

日
・
町
役
場
（
予
定
）

第
２
次
試
験
　
平
成
19
年
２
月
下
旬

（
予
定
）
・
町
役
場
（
予
定
）

●
試
験
内
容

第
１
次
試
験
　
教
養
試
験
、
専
門
試

験
、
事
務
適
正
検
査
（
※
身
体
障
害

者
を
対
象
と
し
た
採
用
選
考
に
つ
い

て
は
、
教
養
試
験
、
事
務
適
正
検
査

の
み
。）

第
２
次
試
験
　
作
文
・
口
述
試
験

●
受
付
期
間

12
月
18
日
月
〜
25
日
月

●
受
験
申
込
書

町
役
場
総
務
課
備
付
け
の
申
込
書

に
限
り
ま
す
。

平
生
町
職
員
募
集

平
成
18
年
度
平
生
町
職
員
採
用
試

験
お
よ
び
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し

山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
交
流
村

ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
開
催
曜
日
／
時
間
／
申
込
み
開
始

日
）

●
太
極
拳
教
室
（
月
曜
／
午
後
７
時

12月から翌年１月にかけて、製造業を営む事業所を対象に、調査
員が各事業所へお伺いしますので、調査へのご協力をお願いします。

調査基準日
12月31日工業統計調査

技
能
向
上
訓
練

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
入
門
　
講
習

●
講
習
内
容

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
基

礎
知
識
か
ら
作
成
・
転
送
設
定
ま
で

の
基
礎
的
技
能
習
得

●
受
講
対
象
者

在
職
者
な
ど
で
、

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
基
本
操
作
が
で

き
、
職
場
に
お
け
る
技
能
向
上
を
目

指
し
、
全
日
程
参
加
が
可
能
な
人

●
日
時

平
成
19
年
１
月
13
、
14
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
計
12
時
間
）

●
受
講
料

７
０
０
０
円

●
定
員

15
名

■
実
施
場
所
、
申
込
み
お
よ
び
問
合

せ
先往

復
ハ
ガ
キ
に
講
習
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
勤
務
先
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
１
月
４
日
木
ま

で
に
必
着
す
る
よ
う
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
先
着
順
受
付
）

山
口
県
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

（
〒
７
４
５-

０
８
２
７
　
周
南
市
瀬

戸
見
町
15-

１
）

Tel
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

■
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１
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母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度

県
で
は
、
母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦

の
人
に
対
し
て
、
扶
養
さ
れ
て
い
る

お
子
さ
ん
が
中
学
・
高
校
を
卒
業
し

て
、
入
学
・
就
職
さ
れ
る
と
き
に
必

要
な
経
費
や
修
学
に
か
か
る
経
費
を

無
利
子
で
貸
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。主

な
資
金
は
就
学
・
就
職
支
度
資

金
、
修
学
・
修
業
資
金
で
す
。
ご
希

望
の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

・
就
職
支
度
資
金
、
修
学
資
金
、
修

業
資
金
（
随
時
受
付
）

次
の
人
を
対
象
に
、
大
学
、
短
期

大
学
な
ど
へ
の
進
学
資
金
を
貸
し
付

け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象

中
小
企
業
勤
労
者
で
県
内
に
１
年

以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に
１
年

以
上
勤
務
し
て
い
る
人

●
貸
付
限
度
額

３
０
０
万
円

●
償
還
期
間

10
年
以
内
（
う
ち
在
学
期
間
中
で

４
年
以
内
の
据
置
可
）

●
貸
付
利
率

年
２
・
５
％
（
別
に
保
証
料
が
必
要
）

※
高
等
学
校
な
ど
の
教
育
資
金
に
つ

い
て
は
、
限
度
額
70
万
円
、
償
還
期

間
３
年
以
内
（
据
置
な
し
）

●
申
込
先

中
国
労
働
金
庫

■
問
合
せ
先

町
役
場
経
済
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
７

県
・
市
町
中
小
企
業
勤
労
者

小
口
資
金
貸
付
制
度

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
生
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
病

気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
目
的

と
し
た
半
日
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
申
込
み
受

付
は
12
月
28
日
木
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
、
ま
だ
受
検
さ
れ
て

年
末
年
始
の
可
燃
ご
み
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て

年
末
年
始
に
お
け
る
可
燃
ご
み
の

周
東
環
境
衛
生
組
合
（
清
掃
セ
ン
タ

ー
／
柳
井
市
南
浜
）
へ
の
搬
入
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
日
時

12
月
29
日
金
（
午
前
８
時
30
分
〜

12
時
、
午
後
１
時
〜
４
時
）
、
30
日

土
（
29
日
と
同
じ
）
、
31
日
日
（
午

前
８
時
30
分
〜
12
時
）
、
１
月
１
日

月
〜
３
日
水
（
休
み
）
、
４
日
木

（
平
常
通
り
・
午
前
８
時
30
分
〜
12

時
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
）

◎
年
末
の
12
月
29
日
か
ら
31
日
の
間

は
、
特
に
混
み
あ
い
ま
す
の
で
粗
大

ご
み
の
搬
入
は
、ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

周
東
環
境
衛
生
組
合

Tel
（
２
２
）
２
２
７
０

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
の
申
請
に
つ
い
て

今
年
も
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
時

期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
の
定

め
に
よ
り
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載

は
毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
資
格
を
有
す
る
人
の
申
請
に
よ

り
登
載
さ
れ
、
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
が
調
整
（
作
成
）
さ
れ
ま

す
。
基
準
日
に
お
い
て
該
当
さ
れ
る

人
は
漏
れ
な
く
申
請
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
な
い
と
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
と
し
て
投
票
や
委
員
の
リ
コ
ー
ル

請
求
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
の
選
挙
人

名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い

て
は
、別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
で
該
当
さ
れ
る
人
は
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
資
格

平
生
町
に
住
所
が
あ
り
、
か
つ
昭

和
62
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
、
ま
た
は

そ
の
耕
作
に
年
間
お
お
む
ね
60
日
以

上
従
事
し
、
前
者
と
同
居
し
て
い
る

親
族
お
よ
び
配
偶
者

■
問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
（
町
役
場
経

済
課
内
）

Tel
（
５
６
）
７
１
１
７

農
地
の
貸
し
借
り
が

安
心
し
て
で
き
ま
す

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基

づ
く
農
用
地
利
用
権
設
定
等
促
進
事

業
は
、
農
地
の
貸
借
を
行
う
場
合
に

町
が
定
め
る
実
施
方
針
に
基
づ
い
て

ま
と
め
た「
農
用
地
利
用
集
積
計
画
」

を
町
が
公
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農

地
の
貸
借
が
公
正
に
扱
わ
れ
る
事
業

で
す
。

●
農
用
地
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業

の
特
徴

農
地
を
貸
し
た
ら
…
契
約
期
間
が

満
了
し
た
場
合
、
自
動
的
に
貸
借
関

係
が
消
滅
し
、
確
実
に
返
っ
て
き
ま

す
。農

地
を
借
り
た
ら
…
契
約
期
間
中

は
安
心
し
て
耕
作
で
き
、
契
約
更
新

も
簡
単
な
手
続
き
で
で
き
ま
す
。

基
本
健
康
診
査
、
乳
が
ん
検
診
、

子
宮
が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か
？

い
ず
れ
も
受
診
期
間
は
、
平
成
19

年
１
月
31
日
水
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
申
し
込
み
を
し
た
人
は
、
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
受
診
の
際
は
、
町
が
発
行
す

る
受
診
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
も

受
診
期
間
中
で
あ
れ
ば
受
診
で
き
ま

す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話

な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
お
よ
び
申
込
み
先

平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー

Tel
（
５
６
）
７
１
４
１

●
利
用
権
設
定
の
申
出
期
限

平
成
19
年
１
月
31
日
水

■
問
合
せ
先

町
役
場
経
済
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
７

い
な
い
人
で
健
診
を
希
望
す
る
人
は

早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

平
生
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
、
保
険
税
の
滞
納
が
な
く
、
年
齢

が
30
歳
以
上
の
人

●
検
査
項
目

測
定
（
血
圧
・
身
長
・
体
重
）
、

尿
検
査
、
血
液
検
査
、
心
電
図
検
査
、

眼
底
カ
メ
ラ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

（
胸
部
・
胃
部
）、検
便（
潜
血
反
応
）、

超
音
波
検
査
（
腹
部
）

●
受
診
指
定
病
院
・
料
金

周
東
総
合
病
院
（
８
４
０
０
円
）、

平
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
市
立

大
和
総
合
病
院
（
７
７
７
０
円
）

■
問
合
せ
先

町
役
場
町
民
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
３

・
就
学
支
度
資
金
　
２
月
16
日
金

※
支
払
い
は
申
請
日
の
翌
月
に
な
り

ま
す
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
健
康
福
祉
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５

〜
８
時
30
分
／
12
月
13
日
）
参
加
料

５
０
０
０
円

●
ゲ
ン
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
（
月
曜
／
幼

児
の
部
　
午
後
４
時
〜
５
時
30
分

小
学
生
の
部
　
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
／
12
月
11
日
）

●
水
中
健
康
教
室
（
火
曜
／
午
後
１

時
〜
２
時
／
12
月
13
日
）

●
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

（
木
曜
／
午
前
10
時
〜
12
時
／
12
月

13
日
）

●
ハ
タ
ヨ
ガ
入
門
教
室
（
火
曜
／
午

前
会
　
午
前
10
時
20
分
〜
11
時
50
分

午
後
会
　
午
後
６
時
20
分
〜
７
時
50

分
／
12
月
18
日
）

●
パ
ワ
ー
ヨ
ー
ガ
レ
ッ
ス
ン
（
金

曜
／
午
後
６
時
45
分
〜
７
時
45
分
／

12
月
18
日
）

■
問
合
せ
先

Tel
０
８
３
３
（
７
１
）
１
１
４
４
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平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した古紙配合率
100％再生紙を使用しています。

平生中学校２年　大江享平平生中学校２年　木舩満帆

「ゆたかなまちをつくります」ポスター・標語
標語最優秀作品ポスター最優秀作品

育てよう

花と緑と　思いやり

笑顔あふれる　平生町

平成18年度特別展示第７弾「書道同好会展」開催中（～12月22日） 町歴史民俗資料館付属展示室

※入選作品については、ひらお特産品センター２階に展示
してあります。


